
循環型社会の形成に向けた取り組みを推進していきます。
●廃棄された通信機器類を手作業による解体により、素材をきめ細かく分解・分別することで、廃棄物の 97% 以上の
再資源化率（リサイクル率）を維持・継続してまいります。
●廃棄された通信機器類に含まれる希少金属等について、きめ細かい分解・分別により高付加価値の循環資源として
回収を行い、市場に供給を行います。

自然エネルギーを利用した電力を積極的に活用するとともに、オフセットします。　
●当社の消費電力については、大阪本社、奈良支店に導入している太陽光発電システムで自家発電を行うとともに、当
社事業所周辺の保育園や社会福祉施設等からグリーン電力証書を購入し、カーボンオフセットの取り組みを継続し
て行います。

●環境問題をテーマにした絵本「ハッパーの森」などを毎年出版し、地域の保育園や幼稚園、小学校などに無料配布し
環境活動の啓発に取り組みます。
●大阪府が実施している「アドプトフォレスト制度」などを活用し、地元地域で荒廃した森林の再生整備に、従業員が
積極的に取り組み、CO2削減を行うとともに、従業員の環境意識の向上を図ります。
●未来を担う子供たちに自然環境の大切さを学んでもらうため、対外的環境教育活動として実施しておりますエコス
クールの特設ウェブページ「エコすく」を開設し、さらにその活動の輪を広げ環境活動の啓発に取り組みます。

地球温暖化防止にむけた取り組みを積極的に推進します。

廃棄物の収集運搬や中間処理で発生するCO2を低減するとともに、オフセットします。
●廃棄物の収集運搬車および社用車は継続的に低公害車および最新規制適合車を導入し、エコドライブ講習の受講、
アイドリングストップへの積極的な取り組みにより、自社で化石燃料の使用に伴い排出される CO2を段階的に削減
し、2023年度に、2015 年度実績（原単位）に対し、CO2総排出量を 10%削減することを約束いたします。
●自社で化石燃料の使用に伴い排出される CO2については、排出権を購入することでカーボンオフセットを継続して
行います。
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